
九州・沖縄地方成長産業戦略 既存プロジェクトの見直し

①再生可能エネルギー等の産業拠点化推進プロジェクト
②九州水素エネルギー社会実現プロジェクト
③地熱・温泉熱エネルギー産業拠点化推進プロジェクト
④海洋再生可能エネルギー産業の拠点形成プロジェクト

【見直し内容】
・①～④の各再生可能エネルギープロジェクトを１つのプロジェクトに統合
【見直し理由】

・各再生可能エネルギーの導入促進については、展示会への出展や会議の合同
開催など、分野間で連携して取り組んでいる。

・分野ごとの取組に加え、分野間での連携した取組についてもさらなる促進を図
るため、見直しを行うもの。

①再生可能エネルギー等の産業拠点化推進プロジェクト
（１）九州水素エネルギー社会実現プロジェクト
（２）地熱・温泉熱エネルギー産業拠点化推進プロジェクト
（３）海洋再生可能エネルギー産業の拠点形成プロジェクト

【見直し案】

・分野間の横断的な取組を行ってきた『①再生可能エネルギー等の産業拠点
化推進プロジェクト』を大きな枠組みとして、②～④の各分野ごとのプロジェク
トを、『①（１）水素』、『①（２）地熱・温泉熱』、『①（３）海洋』とし、一体となり推
進するための整理を行う。

・なお、（１）～（３）の各分野ごとの取組は、これまでどおり福岡県、大分県、長
崎県が中心となり推進する。

⑯農山村発再生可能エネルギープロジェクト

【見直し内容】

・平成２８年が目標最終年となる当プロジェクトを完了し、新たなプロジェクトに取
り組む。
【見直し理由】

・当プロジェクトは目標最終年を平成２８年に設定しており、ＫＰＩも達成されたこと
から、本年度をもって一区切りとするもの。

・木質バイオマスや太陽熱の利用促進については課題が明確になったことから、
引き続き県独自で取組を進めると同時に、各県にも情報共有等を図ることとす
る。

【見直し案】
・新規プロジェクトの立ち上げ
【概要】
・国はオランダを参考にした大規模な施設園芸を推進しており、 国内の先
進事例の中には、ＩＣＴを活用した環境制御技術等で飛躍的に収量を伸ば
しているところもある。
・九州各地域に存在する大規模施設園芸の優良事例を共有するとともに、
各県の持つ課題解決に向けた方策を検討する。

⑲グローバル人材の育成・活用促進プロジェクト ⑲グローバル人材の育成・活用促進プロジェクト

【見直し内容】
・幹事団体の変更（現行： 『九州グローバル産業人材協議会』）と目標の変更
【見直し理由】

・平成２９年３月を以て『九州グローバル産業人材協議会』が活動を終了したこと
から、幹事団体の引き継ぎを行うもの。団体の活動に併せて設定目標を変更す
る。

【見直し案】
・新たな幹事団体：『九州グローバル人材活用促進協議会』
・設定目標：九州企業への留学生就職率(H35) 全国比10％ ⇒留学生就職者
数(H31) 1200人
・主要事業である人材マッチングサイトの運営は「グローバル人材活用促進協議会」（平
成29年1月設立）が引き継ぐため、プロジェクトの新しい幹事団体も同協議会とし、設
定目標を就職率から就職者数に変更。

⑯大規模施設園芸生産性向上プロジェクト

【現 行 】 【見直し案 】

⑱九州観光戦略プロジェクト

【見直し内容】
・設定目標の上方修正
【見直し理由】

・第二期九州観光戦略において、好調なインバウンド関連を中心に目標値を上方
修正したことから、プロジェクトの設定目標も併せて上方修正し、九州の基幹産
業を目指す。

⑱九州観光戦略プロジェクト

【見直し案】
・設定目標：九州を訪れる外国人数(H35) ：４４０．６万人→７８６万人、

観光消費額(H35) ：３．５兆円→４．０兆円）
【目標値算出の基本的な考え方】
・２０１２－２０１５年の年平均伸び率を用い、２０２３年まで伸長させて各年
目標値を算出事
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